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ま ち づ く り 推 進 大 会 に 
参 加 し ま し ょ う ！ 
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編集後記 
 あけましておめでとうございます。皆さんお正月はどのようにお過ごしでしょ
うか。 
 振り返ってみると昨年もあっという間の１年でした。４月に端野総合支所に異
動となり、環境や業務の内容が大きく変わり戸惑うこともありましたが、まちづ
くり協議会や花火大会、太陽まつりといったイベント等で地域の皆さんと関わる
機会が多くあり、とても新鮮でした。また、皆で一緒に汗を流して何かを創りあ
げたり、成し遂げたときの達成感や充実感こそが人の心を豊かにするのだと実感
させられました。 
 さて、端野自治区といえばスキー場と温泉！ずっとやりたかったスノーボード
を今年こそ始めようと、ウェアと道具を一式揃えました。今冬はノーザンアーク
スキー場に通います！帰りはもちろん、のんたの湯へ♪長いようで短い冬を除雪
だけで終わらせてはもったいないです。ぜひ、ウィンタースポーツで端野の冬を
満喫しましょう！（地域振興係 中島） 

 

1
月
28
日
（日
）に
端
野
町
公
民
館
に
て
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
で

は
、
各
種
表
彰
、
講
演
会
の
ほ
か
、
平
成
29
年
度

の
ま
ち
づ
く
り
パ
ワ
ー
支
援
補
助
金
を
活
用
し

た
、
「ふ
る
さ
と
桜
事
業
」、
「夢
に
向
か
っ
て
未

来
へ
の
挑
戦
事
業
」、
「心
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
マ
ジ
ッ
ク
事
業
」に
つ
い
て
、
実
施
団
体
か

ら
の
報
告
会
も
行
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
は
、
今
年
で
な
ん
と

50
回
目
を
迎
え
ま
す
。
第
１
回
目
の
開
催
は
、

昭
和
44
年
ま
で
遡
り
、 

「明
る
く
豊
か
な
端
野

町
に
す
る
た
め
に
」を
テ
ー
マ
に
町
民
自
ら
の
体

験
や
活
動
の
実
績
を
通
し
た
意
見
交
換
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
郷

土
愛
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
回
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。 

 

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

端
野
自
治
区
で
は
平
成
29
年
度
に
約
50

名
の
方
が
成
人
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
新
市

合
併
後
も
成
人
式
は
、
地
域
特
性
を
活
か

し
、
各
自
治
区
ご
と
に
行
わ
れ
、
式
典
や
祝

賀
会
の
企
画
運
営
に
つ
い
て
も
地
域
の
有
志

に
よ
り
実
行
委
員
会
（
新
成
人
者
含
む
）
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
一
生
に
一
度
の
思
い
出

と
な
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
実

行
委
員
長
は
、
昨
年
の
成
人
代
表
を
務
め

た
、
門
脇 

望
斗
さ
ん
で
す
。  

 
 
 
 
 
 

 

 

実
行
委
員
会
で
は
、
式
典
の
進
行
を
は
じ

め
、
会
場
設
営
や
祝
賀
会
の
企
画
、
料
理

内
容
の
検
討
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
場
で
出
席
者
に
配
ら
れ
る
お
土

産
も
端
野
な
ら
で
は
の
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
振
興
だ
よ
り

第
33
号
（
９
月
１
日
発
行
）
に
掲
載
し
た
「
レ

ラ
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
去
年
栽
培
・
収
穫
し 

た
緋
牛
内
地
域
原
産
の
蕎
麦
「レ
ラ
ノ
カ

オ
リ
」の
粉
を
使
っ
た
お
菓
子
で
す
。 

 

成
人
式
は
、
一
人
の
力
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
の
力
と
想
い
が
つ
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。  

 

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
進
学
等
で

現
在
は
端
野
を
離
れ
て
い
て
、
成
人
式
に

出
席
す
る
た
め
帰
省
し
て
き
た
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
慣
れ
親
し
ん
だ
地
元

の
仲
間
達
と
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り
合

い
な
が
ら
「ふ
る
さ
と
端
野
」の
将
来
に
つ
い

て
「
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
か
」と
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

ま
た
、
成
人
式
実
行
委
員
会
は
18
歳
以

上
で
自
治
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

端
野
自
治
区
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
新
成

人
の
、
門
出
を
祝
う
成
人
式
を
一
緒
に
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。 

（↑
 

実
行
委
員
長 

 
 

 
 

 

門
脇 

望
斗 

さ
ん
） 

 

平
成
30
年
の
幕
開
け
で
す
。
今
年
の
干
支
は

戌
年
。
童
話
「桃
太
郎
」に
例
え
る
と
、
申
（さ

る
）・酉
（と
り
）・戌
（い
ぬ
）で
鬼
退
治
に
む
け

て
仲
間
が
集
ま
る
年
で
す
。
戌
年
に
は
勤
勉

な
努
力
家
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
今
年
は
知

識
を
蓄
え
る
最
適
な
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

犬
猿
の
中
を
と
り
も
って
暮
れ
た
昨
年
の
酉

年
に
感
謝
し
戌
年
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

 

一
二
〇
年
以
上
前
、
先
人
達
が
自
然
の
厳

し
さ
に
負
け
ず
、
開
拓
を
進
め
た
こ
と
で
、
今

日
の
豊
か
な
端
野
自
治
区
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史
と
文
化

を
守
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
端
野
を
一
緒
に

創
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
新
年
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
、
端
野

消
防
団
の
新
年
観
閲
式
が
１
月
５
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
私
達
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
、

日
頃
か
ら
訓
練
に
励
ん
で
い
る
消
防
団
員
に

よ
る
威
風
堂
々
の
行
進
等
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
員
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

も
う
す
ぐ
成
人
式
・・・ 

（端野総合支所から見たノーザンアークスキー場） 

（↓
 

昨
年
の
祝
賀
会
の
様
子
） 

 

成
人
者
に
よ
る
記
念
ケ
ー
キ
入
刀 

 謹賀新年 
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